






































































































この尺度に対しては、 4 点は「全くその通り」、 3 点

































































































第 1 因子 第 2 因子 共通性
8 ．児童生徒をやさしく受け入れている .73 .07 .55
11．話を十分に聞いている .62 .29 .48
13．担任に連絡をしている .61 .17 .41
14．保健室でゆっくり休ませている .60 -.04 .37
5 ．気持ちを理解している .58 .40 .51
4 ．健康状態を把握している .55 .26 .38
3 ．看病をしている .55 .11 .32
10．からだの痛みを和らげている .54 .33 .41
9 ．家庭連絡をしている .53 .08 .29
7 ．けがの手当てをしている .47 .21 .27
12．救急処置の後、けがや病気について説明している .42 .25 .24
1 ．知識を教えている -.07 .80 .65
6 ．健康によい行動について教えている .22 .67 .50













標準偏差 4.12 4.56 4.28
指導助言






















































低群（n=12） 中群（n=28） 高群（n=28） 低群（n=13） 中群（n=12） 高群（n=6）
第 1 因子 受容的ケア
Ｍ 36.08 35.68 35.04 34.15 32.75 36.50
ＳＤ 4.21 4.69 4.08 4.43 3.55 4.09
第 2 因子 指導助言
Ｍ 9.08 8.61 8.79 8.92 8.92 10.67
ＳＤ 1.83 1.31 1.60 1.93 1.56 1.03
Table 4 　養護教諭の悩み尺度の因子分析結果（主因子法，バリマックス回転）
第 1 因子 第 2 因子 共通性
11．養護教諭の位置づけが低い .77 .01 .60
10．他の教職員に理解されていない .74 .01 .56
7 ．保護者との連携がうまくできない .64 .24 .47
9 ．孤独感がある .63 .16 .43
6 ．教職員との連携がうまくできない .58 .09 .35
12．やりがい意識は低下している .57 .27 .40
13．専門的研修の機会がない .56 .09 .33
14．身近に適切な指導者がいない .49 .16 .28
2 ．医学的な知識が不足している .05 .82 .68
1 ．救急処置技術が未熟である .03 .80 .65
3 ．相談的対応の仕方がわからない .11 .78 .63
5 ．保健室登校の児童生徒の対応の仕方がわからない .33 .57 .44











































































標準偏差 3.60 3.63 3.03
力量不足
平均値 12.81 11.32 11.00
5.13**
10年以下＞11～20年




低群（n=12） 中群（n=28） 高群（n=28） 低群（n=13） 中群（n=12） 高群（n=6）
第 1 因子 孤立と不承認
Ｍ 13.75 16.75 17.04 16.92 15.75 16.00
ＳＤ 2.56 3.57 4.12 2.87 1.42 1.41
第 2 因子 力量不足
Ｍ 10.08 12.04 12.29 11.15 11.17 11.33
ＳＤ 2.81 2.71 2.02 2.61 1.40 2.50
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